
1．は じ め に

本誌において筆者は，縄紋時代の時期ごとに縄紋文化の実態を明らかに

することを目標として，土器付着物の内容，特に調理物の内容を科学分析に

よって復元する研究を検討してきた。その研究方向は，旧稿における縄紋

晩期（小林 ₂₀14），後期（小林・坂本 ₂₀1₅），草創期・早期（小林 ₂₀1₈a），

中期（小林 ₂₀₂₀），前期（小林 ₂₀₂1）の論考に示してきた。特に縄紋後期

については，すでに旧稿（小林・坂本 ₂₀1₅）において論じたことがある

が，そのときは窒素同位体比や C/N 比については検討しておらず，測定

数もその後増加しているので，今回改めて検討することとした。

本稿では，土器に調理の際の煮焦げや煮こぼれ，または燃料材の煤付着

などによって付着し遺存している炭化物（以下，土器付着物とよぶ）につ

いて炭素 14（14C）年代測定および安定同位体比，炭素量・窒素量につい

て自然科学的な分析を加え，主として土器を使用した調理の際の調理物ま

たは加工物のあり方について検討を加える。

₂．同位体分析による土器調理物の推定の試み

土器付着炭化物を IRMS（同位体比質量分析計）により同位体分析し，
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その内容物について検討する研究の発展がめざましい（吉田 ₂₀₀₆，工藤

ほか ₂₀₀₇，國木田 ₂₀₀₈ など）。

炭素 13 安定同位体比（δ13C 値）については，－₂4‰から－₂₆‰くらい

が，一般的には陸性の植物質または植物質食料を主に食べている陸上動物

由来の炭素と捉えられる。縄紋時代では，種実，根菜類といった植物由来

の焦げや，シカなど草食動物の肉などの食料残滓，外面付着物では薪など

に由来する煤の可能性が高いと考える。

一方でδ13C 値が－₂₀‰から－₂4‰の範囲にある場合は，これまでの事

例をみると，海産物の焦げである場合が多いと筆者は捉えている。貝塚遺

跡で出土した土器付着物について同一層位出土の炭化材と比べると，14C

年代測定値が関東地方の場合で 4₀₀～₅₀₀ 炭素 14 年（14Cyr）程度古くな

ることが，稲荷山貝塚遺跡などで確認されている（小林・坂本・松崎

₂₀₀₅，宮田・堀内・遠部ほか ₂₀₀₇）。

それはベルトコンベア海流とよばれる地球規模での海流の動きにより，

海洋中の特に深層水が浮かび上がってくる海域では，₅₀₀～1₀₀₀ 年程度古

い時期の大気が溶け込んでおり，その結果古い時期の 14C が食物連鎖に

よって海産物などの年代を見かけ上古くする海洋リザーバー効果の影響が

あることによる（小林・坂本・松崎 ₂₀₀₅）。遺跡出土の考古資料の土器内

面付着物や貝塚の貝殻試料などは，実際に比較試料と比べ古い年代を示

し，かつδ13C 値が－₂4‰よりも重い（絶対値が小さい）数字となる。経

験則によれば，土器付着物では－₂₀～－₂3‰台で，貝殻試料などはさらに

絶対値が小さく－1₀～－1₇‰程度を示す場合が多い。それらの試料は高い

確率で，測定される 14C 年代が，同定される土器型式や共伴する炭化材試

料と比べると想定している年代よりも古く出ることが多く（小林 ₂₀14 な

ど），海産物の煮焦げである可能性が高い。

近年，脂肪酸分析による食性復元を含めて，いくつかの遺跡調査や研究

プロジェクトによってさらに具体的な検討が進み，さまざまな議論がなさ
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れる中で，いくつかの注目するべき指摘がなされている。

グレイグらとの土器残存脂質分析の共同研究（庄田・グレイグ ₂₀1₇）

を推し進めている庄田慎矢は，土器付着物の窒素・炭素安定同位体比と残

存脂質分析それぞれの長所・短所を指摘し，二つの方法とも補完的に用い

つつ土器調理痕跡の復元を検討するべきと論じた（庄田 ₂₀₂1）。炭素安定

同位体比は海洋リザーバー効果や C4 植物の寄与の度合に応じて変動する

ことや，その要因の一つとして食材にタンパク質・炭水化物・脂質が異な

る比率で含まれているために，劣化や分解速度などの差異による影響が無

視できないことをあげている。この点について，筆者も同様の見解を有す

る。なお，庄田はケーススタディとして韓国細竹遺跡のδ13C 値と年代の

ばらつきを取り上げる中で，筆者ら（小林・工藤 ₂₀1₆）による細竹遺跡

土器付着物の分析を紹介するが，その中で看過できない論点があるので指

摘したい。「脱脂処理や AAA 処理などを行っているため，試料の前処理

方法の違いによりデータを比較することができない」としている点は理解

できるとして「筆者らは様々な前処理が試料の安定同位体比に変動をもた

らすという考えから，これらの前処理をあえておこなっていない」（庄田

₂₀₂1：3₀₉ 頁）とする。確かに前処理の結果，安定同位体比もシフトする

ことは筆者らも確認している（たとえば小林ほか ₂₀₂₀）が，前処理によっ

てフミン酸や腐植酸など，主に埋没中の汚染の影響を除去しているので

あって，そのことは年代測定値が前処理をおこなうことで整合性が増すこ

とで確認できる。土中に長く埋没していたことが確実な考古試料について

は，適切な前処理をおこなうことは，必要であると考える。なお，吉田邦

夫らが示した現生標本の同位体比の範囲（吉田・西田 ₂₀₀₉）と土器付着

物の同位体比では，煮炊きなど調理によるシフトがあることについては筆

者も同意見であり，考古学的に整合的な年代より 14C 年代による較正年代

が古くなる土器内面付着物試料のδ13C 値が－₂₀～－₂3.₉‰になることの相

関性が高いことをもって，この間の数値が海洋リザーバー効果の影響を
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持った海産物の調理痕跡であると捉えている（小林 ₂₀14 など）。これらの

点について，今後とも検証と議論が必要であることを示している点では，

庄田の指摘を受けとめたい。

阿部芳郎・米田穣らは，土器付着物の同位体比の検討を多量に測定する

ことで進めている（米田・阿部 ₂₀1₇ など）。多量の同位体比の測定データ

が示され検討されることは重要であり，さらに年代値も併せて検討される

と海洋リザーバー効果のあり方が明確に示し得るものと期待できる。また

近年の検討において，土器器種別に検討する必要性を指摘した（阿部ほか

₂₀₂1）。たとえば加曽利 B 式期の埼玉県大木戸遺跡では精製深鉢・浅鉢と

粗製深鉢の間で内容物が異なっていると推定した（阿部・米田 ₂₀₂1）。器

種毎の使い分けに着目した点は興味深いが，時期的に細別してその様相変

化を見通すことも合わせておこなっていくことでさらに検討が進むであろ

う。器種組成や浅鉢などの用途は，時期的な変化や儀礼的行為の有無によ

り変化することが予想され，出土状況も含めて議論されることを期待した

い。

本稿では，筆者の旧稿における検討に基づき，14C 年代が 1₀₀ 14C yr 以

上古くかつδ13C 値が－₂4‰より大きい測定例を，海産物の利用による海

洋リザーバー効果の影響を受けた可能性が高い試料（小林 ₂₀14 などで

「海洋」と報告したもの），およびδ13C 値が AMS による測定例をそれに準

ずる試料（同じく「海洋？」と報告したもの）とした仮定は，おおむね妥

当性が高いことが確認できる。よって，ここでは下記の前提で 14C 年代ま

たは安定同位体比の測定値を集成したデータベースの中から，縄紋時代前

期のデータについて，IRMS または AMS（加速器質量分析計）によりδ13C

値を測定した試料を摘出した上で，－₂₀.₀～－₂3.₉‰を示し，かつ 14C 年

代値がすでに測定されている他の同時期の試料よりも 1₀₀ 14C yr 以上古い

年代と考えられる試料について，海洋リザーバー効果の影響を受けている

と仮定して集計する（データベースでは IRMS で測定している場合は「海
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洋」，AMS での測定の場合は「海洋 ?」と表記している）。そのあり方を

地域別，時期別に検討することで，旧稿（小林 ₂₀14，小林・坂本 ₂₀1₅）

で検討した縄紋時代晩期・後期の土器付着物のあり方と比較して縄紋時代

後期の海産物の利用について考察を加えたい。さらに，IRMS により安定

同位体比を測定している試料の値を採用して，窒素同位体比や炭素／窒素

比（mol 量比）を検討したい。

3．後期の事例

ウルシ・アスファルトなどの場合を除く土器付着炭化物についての分析

方法については，これまでに筆者がおこなってきた縄紋時代晩期～弥生移

行期（小林 ₂₀14），縄紋後期（小林・坂本 ₂₀1₅），縄紋草創期・早期（小

林 ₂₀1₈a），縄紋中期（小林 ₂₀₂₀）での方法に準拠する。旧稿では，土器

付着物における海洋リザーバー効果の影響を摘出し，海産物の調理の痕跡

とみることで，その比率を検討し，地域や時期により海産物利用にどのよ

うな差異があるかを検討した。ただし，旧稿での縄紋晩期・後期では小林

が直接採取して IRMS によってδ13C を測定した試料に限ったが，本稿で

は小林が直接関与した以外の測定例についても公表されているデータを含

めて集成した。特に東北地方については福島県文化財センター白河館（ま

ほろん）が，福島県内の資料である館蔵資料の土器付着物を継続的に測定

し報告している（三浦ほか ₂₀1₉ など）ので，本稿においても利用する。

なお，AMS によるδ13C 測定値については測定数全体の傾向をみる上で参

照するとともに，IRMS を測定していない試料については AMS による同

位体分別効果補正用に同時に測定されているδ13C 値を用いて海洋リザー

バー効果の影響の有無の可能性を判断する参考とした。その場合は，稿末

の付表では「海洋？」と記して，その可能性を示した。
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ａ）測定対象・測定方法と時期比定

土器に付着した炭化物の同位体分析によって，その由来を復元し，食性

や調理法についての情報を得ることができる。通常の陸性動植物由来の炭

化物試料は－₂4～－₂₆‰のδ13C 値をとることが多く，漆試料は－3₀‰程

度の値を示すのに対し，海産物など海洋リザーバー効果の影響を受けた試

料は－₂₀～－₂3.₉‰の値を示すことが多い。また，海洋リザーバー効果に

よって 14C 年代値も数百 14Cyr ほど古い年代を示す。アワ・ヒエなど C4 植

物とされる特殊な光合成をおこなう植物は，δ13C 値が－1₅～－1₉‰程度

の値をとる（小林 ₂₀1₈b）。窒素同位体比は生態的に上位にある動物は窒

素を多く含むなど，土器付着物の由来に有益な情報を持つ（小林 ₂₀1₉ ほ

か）。

調理物の焦げに由来すると考えられる土器内面付着物におけるδ13C 値

と年代値が古く測定されているかどうかを検討することで，海産物の土器

での調理の度合い，特に内陸部においてはサケ・マス資源利用の目安とみ

ることができる（小林・坂本 ₂₀1₅）。

本稿で扱う測定事例としては，小林や国立歴史民俗博物館年代測定研究

グループが測定してきた事例および他機関が測定し公表されたデータを集

成した 14C 年代測定データベース 1）から後期の測定例（14C 年代測定のみ

や IRMS による安定同位体比のみ測定されたものを含む）を扱う。安定同

位体比については，試料に十分な量がある場合は，前処理した試料から分

取して，IRMS を用いてδ13C 値（‰），δ1₅N 値（‰），炭素量（％），窒素

量（％）を測定し，mol 量に換算して炭素／窒素比を算出した。IRMS の

測定では，SI サイエンス（株），東京大学総合博物館年代測定室，（株）

加速器分析研究所に委託した。なお，ベータアナリティック社（測定機関

番号 Beta）は，AMS 測定とともにδ13C 値については IRMS による測定値

を報告しているため，IRMS を改めて測定していない試料でも，Beta 社で

測定したデータについてはそのδ13C 値を用いた。また，一部の試料は炭
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素量不足が予想されたため，AMS 測定は保留して IRMS のみ測定した試

料がある。

時期については，これまでの土器編年研究を踏まえた下記の時期区分を

用いる。同時に，これまでの筆者の年代測定研究による較正年代比定を採用

し，年代の基準とする。推定年代は OxCal v4.3.₂ のプログラム（Ramsey₂₀₀₉）

を用いて新地平編年による細別時期ごとの時間幅を計算した結果からまと

めた推定値である（小林 ₂₀1₉）。なお，較正曲線については IntCal₂₀（Reimer 

et al. ₂₀₂₀）に改訂されたため，本来は計算し直す必要があるが，縄紋時

代後期については大きくは変わらないと捉え，今回は IntCal13（Reimer et 

al. ₂₀13）による較正年代を用いた推定年代を示す。

K1 期　称名寺式期　44₉₀～4₂3₅ 年前 cal BP　（₂₅4₀-₂₂₈₅cal BC）頃。

　 K1-1 期　称名寺 1a・1b 式　石井寛（1₉₉₂）の編年による称名寺 1・

₂・3 段階，新地平編年 14 期。

　44₉₀～43₉₅ cal BP　（₂₅4₀-₂44₅cal BC）頃。

　K1-₂ 期　称名寺 1c 式　石井編年の 4・₅ 段階，新地平編年 1₅ 期。

　43₉₅～4₂₈₀ cal BP　（₂44₅‒₂33₀cal BC）頃。

　K1-3 期　称名寺 ₂ 式　石井編年の ₆・₇ 段階，新地平編年 1₆ 期。

　4₂₈₀～4₂3₅ cal BP　（₂33₀‒₂₂₈₅cal BC）頃。

K₂ 期　堀之内 1 式　4₂3₅～4₀₅₀ cal BP　（₂₂₈₅-₂1₀₀cal BC）頃。

K3 期　堀之内 ₂ 式　4₀₅₀～3₉₀₀ cal BP　（₂1₀₀-1₉₅₀cal BC）頃。

K4 期　加曽利 B1 式　3₉₀₀～3₇₅₀ cal BP　（1₉₅₀-1₈₀₀cal BC）頃。

K₅ 期　加曽利 B₂ 式　3₇₅₀～3₅₂₅ cal BP　（1₈₀₀-1₅₇₅cal BC）頃。

K₆ 期　加曽利 B3 式　3₅₂₅～34₂₀ cal BP　（1₅₇₅-14₇₀cal BC）頃。

K₇ 期　曽谷式　34₂₀～33₇₀ cal BP　（14₇₀-14₂₀cal BC）頃。

K₈ 期　後期安行式　33₇₀～3₂₂₀ cal BP　（14₂₀-1₂₇₀cal BC）頃。

K₈ 期については，安行 1 式を K₈-1 期，安行 ₂ 式期を K₈-₂ 期と区分す

ることも可能と思われるが，測定例の蓄積が十分ではなく，現時点では年
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代を推定できない。

ｂ）測 定 事 例

AMS または IRMS による縄紋後期土器付着物（ウルシを除く）の測定

事例は，列島全体で 43₇ 測定例を集成した。43₇ 測定のうち，IRMS 測定

のみをおこなった事例が ₅ 測定，AMS 測定のみをおこなった事例が 1₆₅

測定である。この中で，繰り返し実験や測定値の確認のために同一試料を

再測定した測定例（歴博年代測定グループでは，原則として同一試料を再

測定する場合は付加番号として re・rt，同一部位の付着物を再採取して測

定する場合は ad を付している）として北海道浜中 ₂ 遺跡出土土器で前処

理方法を変えて HDHN-1a を 3 回，同 1b を ₂ 回，同 1c を ₂ 回，同 ₂ を 1

回，同 3 を 3 回（宮田・堀内ほか ₂₀₀₇），千葉県西根遺跡出土土器付着物

₈ は前処理方法を変えて ₂ 回，同 1₀₆ は 1 回，同 1₀₇ は 3 回，3₉4 は ₂ 回

（小林・坂本・尾嵜ほか ₂₀₀₅），下宅部遺跡 TTHS-4₉a は 1 回（工藤ほか

₂₀₀₇），滋賀県竜ヶ崎 A 遺跡では SGMB-1₂ 出土土器付着物について前処

理方法を変えつつ繰り返し実験として 33 回，同 ₅a と ₅b について 1 回ず

つ（宮田・遠部ほか ₂₀₀₇），以上の同一個体同一部位の複数測定例は，₆

遺跡 13 個体にわたり，₅₉ 回分多く測定されていることになる。このうち，

浜中 ₂ 遺跡の HDHN-1a と 1b，阿方遺跡の EHFJ-4a1 と a₂，同 41b と c は

付着箇所を（口縁内面と胴部内面など）別とするもので，部位は本来別の

部位と見なすこともできるが，ここでは器面の内外として同一のものは部

位として同一と見なすこととする。以上を勘案して同一試料の再測定を除

き，合算し，内面・外面の部位別とすると，部位別の測定数は 3₇₈ 測定

（部位数）となる。

上記の浜中 ₂ 遺跡の HDHN-1a・b は内面付着，同 1c は外面付着，臼尻

小学校遺跡出土土器付着の HDMK-1₀ は内面・同 11 は外面，同 ₂1 外面・

₂₂ 内面，同 3₀ 外面・31 内面，下宅部遺跡 TTHS-4₉・₅₂・33₉ はそれぞれ
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内外，千葉県内野第一遺跡で 3 個体において内外，千葉県多古田遺跡で 4

個体において内外，長野県ひんご遺跡で ₇ 個体において内外，竜ヶ崎 A

遺跡で SGMB-₅ は内外，愛媛県阿方遺跡で EHFJ-4₀a を内面で ₂ 箇所・

外面，同 41a を内面 ₂ 箇所・外面の測定をおこなっている。すなわち，₈

遺跡 ₂₅ 個体において内外両部位からの付着物について測定している。こ

れを合算して土器個体数として算出すると，3₅3 個体の土器について測定

したことになる。ただし，δ13C 値のみ IRMS 測定した試料を含める数で

ある。

また，地域区分として，旧稿に合わせて，1 北海道，₂ 東北，3 関東，4

北陸，₅ 中部（山梨・長野），₆ 東海，₇ 近畿，₈ 中四国，₉ 九州の別で区

分したが，東海地方の測定数が少ないため，₅ 中部・₆ 東海を中部東海と

してまとめ，₈ つの区分で比較することとした。1 北海道 4₂ 測定 ₂₉ 部位

₂₅ 個体，₂ 東北 3₀ 測定 3₀ 部位 3₀ 個体，3 関東 1₆₀ 測定 1₅1 部位 14₀ 個

体，4 北陸 3₀ 測定 3₀ 部位 3₀ 個体，₅ 中部 3₈ 測定 3₈ 部位 31 個体，₆ 東

海 ₈ 測定 ₈ 部位 ₈ 個体，（₅・₆ で小計 4₆ 測定 4₆ 部位 3₉ 個体），₇ 近畿 ₅3

測定 1₈ 部位 1₇ 個体，₈ 中四国 ₂₈ 測定 ₂₆ 部位 ₂4 個体，₉ 九州 4₈ 測定 4₇

部位 4₇ 個体である。

次節において，測定結果を集計し検討する。

4．δ13C 値による海洋リザーバー効果の影響の把握

以下に，縄紋晩期～弥生移行期の土器付着物（小林 ₂₀14），縄紋後期の

付着物に対する分析（小林・坂本 ₂₀1₅）に準ずる形で，これまでに集成

し得たδ13C 値の測定データを地域別・時期別に検討することで，土器付

着物の由来の検討をおこなう。

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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（ 1 ）IRMS によるδ13C 値・炭素／窒素比（C/N）

ここでは，IRMS による安定同位体比を測定した測定例を取り上げる。

δ13C 値については，IRMS で安定同位体比を測定した結果が，試料の同

位体を測定した結果で確度が高いことは明らかである。AMS によるδ13C

値の測定は同位体効果補正のための測定であり，試料自体の測定と異なる

場合がある。しかしながら，両者を比較すると多くの場合は強い相関があ

り，かつ 14C 年代が同一の時期に比定される試料や共伴炭化物に比べて古

い 14C 年代を示す試料の AMS によるδ13C 値は－₂4‰よりも重い（絶対値

が小さい）－₂₀～－₂3‰を示す場合が多く認められる。従って，IRMS に

よる測定結果を重視するべきであるが，IRMS による分析がおこなわれて

いない試料について AMS によるδ13C 値を参照して検討することが可能と

考える。本稿では，IRMS による測定値が－₂4‰よりも重く，14C 年代が

比定土器型式の推定時期よりも 1₀₀14C yr 以上古いと考えられる試料につ

いて海洋リザーバー効果の影響が認められる試料（以下には「海洋」と略

記する）と捉え，AMS によるδ13C 値が－₂4‰よりも重く，14C 年代値が

1₀₀14C yr 以上古いと考えられる試料をその可能性がある試料（「海洋？」

と略記）と捉える。また，－₂₀‰より重いものは C4 植物に由来する可能

性を検討するべきである。

（ ₂ ）14C 年代値とδ13C 値の関係

土器付着物に関する海洋資源の様相を確認するために，δ13C 値の出現

頻度を集計した（表 1）（図 1）。表 1・図 1 では，－₂4.₀₀‰未満すなわち

－₂3.₉₉‰よりも重い（絶対値が小さい）値の試料を－₂4～－₂₂‰のグルー

プ，－₂4.₀₀‰より軽い（絶対値が大きい）値の試料を－₂₆～－₂4‰のグ

ループと分けた。上記の区分については便宜的なものであって絶対的なも

のではない。「AMS のみ測定」は IRMS によるδ13 値が測定されていない

試料である（AMS による値は不採用とし，表 1 の右に別に集計した）。前
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述した筆者の縄紋時代後期の推定年代（小林 ₂₀1₉）より，14C 年代が古い

と判断される試料数を集計した。これによると，土器付着物の大部分はδ
13C 値が－₂4‰より小さく（絶対値が大きく），多くが陸上植物に由来と推

定できる。それらの試料は 14C 年代も整合的であることが多い。

δ13C 値が－₂4‰より小さい試料にも，14C 年代が古く異常を示す試料は

存在するが，一部に不純物・汚染の除去が不十分なために異常値を示して

いる試料が含まれる可能性がある。たとえば滋賀県竜ヶ崎 A 遺跡土器

SGMB-₅b の外面付着物は，縁帯文土器に比定されるが年代値は前期末～

中期初頭の時期に相当する。この試料については，再測定をおこなったが

年代値に誤差以上の差はなく，もともとの炭素量が不足しているため腐植

酸や土器胎土内の不純物を除去し切れず，古い年代が測定された可能性が

考えられるが，現在の見方では海洋リザーバー効果の可能性とその他の要

因による異常値とは，完全には弁別できない。これらの海洋リザーバー効

果の影響とは言い切れない，測定値が古くδ13C 値が－₂4‰より小さい例

については，原因不明の「異常値」として扱う。外面付着物がススか吹き

こぼれかの区分や，細かな調理物の復元は現時点では難しく，今後の課題

の一つである。

浜中 ₂ 遺跡 HDHN-1，臼尻小学校遺跡 HDMK-1₀・11，同 ₂1・₂₂，同

3₀・31 は胴内面付着物が外面付着物より年代値が 1₀₀14C yr 年以上古く測

定され，その多くはδ13C 値比が－₂4‰より重く，海産物調理痕跡である

可能性は高い。関東地方でも千葉県多古田遺跡 CBIBTD-₂₅₀a，同 ₅a 内面

付着物は，ともに外面付着物より古い年代値で－₂4.₀‰より重いδ13C 値を

示し，海産物が混合した調理物が焦げついている可能性が考えられる。中

部 地 方 では，信 濃 川 流 域 に 位 置 する，長 野 県 ひんご 遺 跡 NNMBH-

1₀44₇a・411₂a 内面付着物は，外面付着物よりも 1₀₀14C yr 以上古い測定値

で，1₀44₇a は IRMS でδ13C 値 が－₂4.3‰でボーダーラインとなり，411₂a

は AMS でのδ13C 値が－₂3.3‰であるため，海産物の焦げである可能性と

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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して「海洋？」とする。

比定される土器型式の推定時期よりも 14C 年代測定値が数 1₀₀14C yr 以

上古いまたは新しく，δ13C 値が－₂4‰より小さい例については，「異常値」

とするが，その中には海産物の焦げ・吹きこぼれによるもの，海産物陸性

の食物がミックスしたもの，土器胎土や土壌由来の汚染によるものなどが

想定され，その異常の原因を弁別するのは難しい。

－₂4～－1₈‰のδ13C 値を示す試料は，想定される年代よりも 1₀₀14C yr

以上古い値を示す試料が， 1₀₀％近くを占めている。この傾向は，縄紋後

表 1　 14C 年代が古い値を示す後期土器付着炭化物のδ13C 値ごとの
現頻度 14CBP と IRMS-δ13C を測定した試料（部位数）

δ13C 値（‰）
IRMS による測定 AMSの

み測定－₂₆ 未満 －₂₆～－₂4 －₂4～₂₂ －₂₂～₂₀ －₂₀～1₈ －1₈ 以上

測定数 1₀3 1₂3 ₂4 ₉ ₅ ₂ 1₆₅
整合的な試料 ₉₉ 1₀₈ ₂ ₀ ₀ ₀ 14₆
14C 年代
の古い試料

4 1₅ ₂₂ ₉ ₅ ₂ 1₉
4％ 1₂% ₉₂% 1₀₀% 1₀₀% 1₀₀% 1₂%

0

20

40

60

80

100

120

140

14C年代の古い試料

整合的な試料

-18
以上

-20
～1
8

-22
～2
0

-24
～2
2

-26
～
-24

-26
未満

（‰）

図 1　 14C 年代が古い値を示す後期土器付着炭化物のδ13C 値ごとの
出現頻度（測定数）
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期のあり方について以前検討した際のあり方（小林・坂本 ₂₀1₅）と基本

的に同じであり，上記のように個別には判別が難しい試料が含まれるが，

総体としては海産物の煮炊きによる海洋リザーバー効果の影響を反映して

いる可能性が高いと捉えておきたい。

（ 3 ）土器の内面・外面付着物の傾向

土器の利用方法，調理方法にかかわる内面・外面への調理痕跡の付着の

度合いについて検討する。原則として，土器内面の付着炭化物が調理の痕

跡であると捉え，内面と外面の比を地域ごとに検討することで，焦げのお

こりやすさという面から調理方法または調理物について，地域ごとに顕著

な差がないかどうかを確認する。

表 ₂ に，土器付着物について，測定部位数，内面，外面の点数と割合を

地域別に示す。測定部位数における内面と外面の割合を図 ₂ に示す。

地域的な違いとしては，中部・東海において内面付着の比率が明らかに

低い。東海の測定数自体が少ないため，中部地方の後期土器では外面スス

付着の度合いが高い傾向があると推測できる。北海道，東北，北陸，中四

国地方は，内面付着の比率が比較的高く，特に中四国地方の内面付着物は

表 ₂　後期土器における内面および外面付着炭化物の測定数

測定部位 部位不明 内面 （%） 外面 （%）
北海道 ₂₉ ₀ 1₇ ₅₉ 1₂ 41
東北 3₀ ₀ 1₉ ₆3 11 3₇
関東 1₅1 ₀ ₆₂ 41 ₈₉ ₅₉
北陸 3₀ 1 1₉ ₆₆ 1₀ 34

中部・東海 4₆ ₀ 1₆ 3₅ 3₀ ₆₅
近畿 1₈ ₀ 1₀ ₅₆ ₈ 44

中四国 ₂₆ ₀ ₂₀ ₇₇ ₆ ₂3
九州 4₇ ₀ ₂₀ 43 ₂₇ ₅₇
小計 3₇₇ 1 1₈3 4₉ 1₉3 ₅1

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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比率が高い。こうした違いが，土器の利用のされ方なり，調理物の内面へ

の焦げつき方が異なるためなのかは，一概に論じ得ない。

（ 4 ）地域ごとの海産物利用の度合いを示す可能性に関する傾向

表 3 は，付着炭化物に海産物の可能性がある「異常値」（異常値は，想

定される年代よりも 1₀₀～₅₀₀14Cyr 程度古いまたは新しい年代を示したも

の）が検出された土器の点数を地域別にまとめたものである。C4 植物の

可能性があるδ13C 値が－1₈‰よりも重い土器付着炭化物は，当該時期で

は不明確なため除外した。異常値の判定は（1）節で検討した基準による

が，「海洋」とした試料，AMS による参考値からも 14C 年代値が 1₀₀14C yr

以上古い値と捉えられる「海洋？」とする試料， 14C 年代値が 1₀₀14C yr 以

上古いがδ13C 値からは弁別できない試料，逆に想定年代よりも新しい試

料（「不明異常」とする）も認められる。「異常値」としたほとんどの試料

は，海産物の煮炊きを一定程度含んだ食材の焦げや吹きこぼれの可能性が

あると考えるが，現時点ではその差を明確に弁別することはできない。そ

のため，以下の分析では新しい年代を示した異常値および前処理時の炭素

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国
九州
中四国
近畿

中部・東海
北陸
関東
東北
北海道

後期土器付着物（内面■・外面□）

（％)

図 ₂　後期土器における内面および外面付着炭化物の測定数の割合
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含有率が低い試料など汚染の影響が疑われるもの，認定する土器型式に疑

問があるもの（表 3 には性格不明という意味で「不明異常値」と記した）

は個体数・内面部位数から除き，14C 年代値が 1₀₀14C yr 以上古くδ13C 値が 

－₂4.₀‰より大きい「海洋」「海洋？」とした試料を「海洋起源物質由来」

の炭化物と仮定し，集計する。

食材の残滓と考えられるこれらの土器付着炭化物が土器の内面，外面の

どちらに検出されたかについても，測定された個体数に対する点数とその

割合を示した。図 3 には個体ごとの異常値と整合値と考えられる個体の比

率を示し，図 4 には内面付着物での異常値と整合値と考えられる個体の比

率を示した。

表 3 および図 3・4 は，個体数および部位別に個体数で算出した。当然

だが，内面部位数の集計からは，測定部位不明の事例は除いてある。

IRMS によるδ13C 値が－₂4‰よりも大きい値で測定年代が他の同時期の

試料と比べ 1₀₀14Cyr よりも古い値を示している試料を海洋リザーバー効

果の影響があるもの（付表に「海洋」）とした。また，AMS によるδ13C 値

が－₂4‰よりも大きい値で 14C 年代が他の同時期の試料と比べ 1₀₀14Cyr よ

りも古い値を示している試料を，その疑いのある事例（付表に「海洋 ?」）

とした。

北海道については，14C 年代値が想定される年代よりも 1₀₀14C yr 以上古

い測定値である試料が圧倒的に多く認められた。特に内面付着物では，

1₀₀%の試料が相当し，外面でも ₅₈%の試料が，海洋起源物質の影響があ

る可能性がある試料と捉える。相当量の海産物を利用した（土器を用いて

煮沸処理した）と捉えられ，北海道においては縄紋晩期において顕著であ

るほか，草創期～早期においても指摘した傾向を踏まえている。ただし，

浜中 ₂ 遺跡，臼尻小学校遺跡の事例が多く，特定遺跡の性格が大きく寄与

している可能性もあり，対象遺跡を増やして検討していく必要がある。

東北地方は，北陸地方ときわめてよく似た傾向を示す。すなわち個体数

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）

─ 15 ─



で海洋起源物質の付着が考えられる試料が ₂4%，内面で 13%，外面には

認められない。北海道に比べれば明らかに少ない比率であるが，海岸部の

貝塚遺跡のみならず内陸部の河川沿いの遺跡においても認められること

は，縄紋晩期のあり方と類似し，サケ・マスなどの利用を反映している可

能性がある。

0 20 40 60 80 100
（％）

九州

中四国

近畿

中部・東海

北陸

関東

東北

北海道

海洋
非海洋

図 3　後期土器付着炭化物に海洋起源物質が検出された点数（個体）
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九州

中四国

近畿

中部・東海

北陸

関東

東北

北海道

海洋
非海洋

（％）

図 4　後期土器付着炭化物に海洋起源物質が検出された点数（内面のみ）
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関東は，中部・東海地方と比較的類似した傾向で，14C yr 年代値が想定

される年代よりも 1₀₀14C yr 以上古い測定値で海洋リザーバー効果の影響

が考えられる事例は，比較的低い。個別にみると，貝塚遺跡などでは「海

洋」と捉え得る測定例が目立つものの，海岸部に位置していてもそれほど

目立たない遺跡が多い。海洋リザーバー効果の影響の可能性がある試料が

比較的少ないことから，海産物の利用は北日本・北陸などに比べ低いとい

える。

近畿と中四国九州地方は，特に近畿・中四国地方で 3₀～4₀%の比較的

高い比率で海洋起源物質を示す可能性のある痕跡が認められる。今回の集

成では，滋賀県の琵琶湖沿岸，瀬戸内海沿岸の貝塚を伴う遺跡などが比較

的多くを占め，海産物の利用が一定程度おこなわれていた可能性を示唆し

ている。 

測定試料の偏りによる可能性も否定できず，さらに測定事例を増やして

いく必要がある。

表 3　付着炭化物に海洋起源物質の可能性が検出された後期土器の個体数

個体 不明異常 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
北海道 ₂₅ 1 ₂₀ ₈3 1₆ 1₆ 1₀₀ 1₂ ₇ ₅₈
東北 3₀ 1 ₇ ₂4 1₉ ₇ 3₇ 1₀ ₀ ₀
関東 14₀ 1 1₀ ₇ ₆1 ₈ 13 ₈₉ ₂ ₂
北陸 3₀ 1 ₇ ₂4 1₉ ₇ 3₇ 1₀ ₀ ₀

中部・東海 3₉ 1 4 11 1₅ ₂ 13 3₀ ₂ ₇
近畿 1₇ 1 ₅ 31 1₀ 4 4₀ ₇ 1 14

中四国 ₂4 ₀ ₉ 3₈ ₂₀ ₈ 4₀ ₆ 1 1₇
九州 4₇ ₀ ₆ 13 ₂₀ ₅ ₂₅ ₂₇ 1 4
小計 3₅₂ ₆ ₆₈ ₂₀ 1₈₀ ₅₇ 3₂ 1₉1 14 ₇

註 ：「不明異常」は汚染または錯誤によると考えられるもので全体の比率からは除く。内外
面不明なものは部位別からは除く。

　 　内外面不明の試料のほか，同一個体の内外面を測定した土器があるため，内面と外面
の和は個体数と一致しない。

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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（ ₅ ）時期による変化

表 4 は，海洋リザーバー効果の影響が考えられる土器付着物の地域別時

期別の出現頻度である。ただし，近畿・中四国・九州は合算した。図 ₅ は

地域をすべて合算した時期別の海洋リザーバー効果の影響が考えられる土

器付着物の出現頻度である。

時期ごとにみると，全体では後期中葉の K₅ 期の「海洋」が極端に少な

い比率を示すなど，時期によるバラツキが激しく細別時期別の試料数がま

だ不足していると思われる。あくまで現状での予察として示すならば，後

期初頭に一定量の海洋起源物質が付着する比率を示し，中葉に掛けて増す

傾向があるが，後期末には減少しているようにみえる。その傾向は個体ご

とでも内面付着物に限ってみても，おおよそ同様である。

地域ごとに時期的変化をたどるには試料数が不足であるが，北海道は後

期後葉に海洋起源物質の比率が高く，東北も後半に高まる傾向がみられる

のに対し，関東や北陸は前半から中葉にその比率が高く，中部東海以西は

後期前葉にピークがみられるなど，地域による違いが示唆される。

ある程度時期・地域をまとめて時期的変化をみるために，表 ₅ に K1～₂

期の後期前葉，K3～₆ 期の中葉，K₇～₈ 期の後葉の 3 時期に区分し，かつ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

K8

K7

K6

K5

K4

K3

K2

K1

海洋 非海洋

（％）

図 ₅　後期土器・時期別の海洋起源物質の出現頻度（全国）（個体）
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表 4-1　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（北海道地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1
K₂ ₂ ₀ ₀ ₂ ₀ ₀
K3
K4
K₅
K₆ 14 1₂ ₈₆ 11 11 1₀₀ 4 ₂ ₅₀
K₇ ₉ ₇ ₇₈ ₅ ₅ 1₀₀ ₆ 4 ₆₇
K₈

表 4-₂　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（東北地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1 ₆ ₀ ₀ 3 ₀ ₀ 3 ₀ ₀
K₂ 4 1 ₂₅ ₂ 1 ₅₀ ₂ ₀ ₀
K3
K4 ₅ ₂ 4₀ 3 ₂ ₆₇ ₂ ₀ ₀
K₅ 4 1 ₂₅ 3 1 33 1 ₀ ₀
K₆ ₅ 1 ₂₀ ₅ 1 ₂₀
K₇ ₂ 1 ₅₀ 1 1 1₀₀ 1 ₀ ₀
K₈ 3 1 33 ₂ 1 ₅₀ 1 ₀ ₀

表 4-3　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（関東地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1 1₅ 1 ₇ ₇ 1 14 ₉ ₀ ₀
K₂ ₂₀ 4 ₂₀ 11 4 3₆ ₉ ₀ ₀
K3 13 ₀ ₀ 4 ₀ ₀ ₉ ₀ ₀
K4 1₅ 4 ₂₇ ₇ ₂ ₂₉ ₈ ₂ ₂₅
K₅ ₂₈ 1 4 1₂ ₀ ₀ 1₆ 1 ₆
K₆ 14 ₀ ₀ 3 ₀ ₀ 11 ₀ ₀
K₇ 13 ₀ ₀ ₅ ₀ ₀ 11 ₀ ₀
K₈ ₂₂ 1 ₅ 1₂ 1 ₈ 1₆ ₀ ₀

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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表 4-4　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（北陸地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1 1 ₀ ₀ 1 ₀ ₀
K₂ 4 ₂ ₅₀ 3 ₂ ₆₇ 1 ₀ ₀
K3 ₆ 1 1₇ 4 1 ₂₅ ₂ ₀ ₀
K4 ₈ 4 ₅₀ ₇ 4 ₅₇ 1 ₀ ₀
K₅
K₆
K₇ ₉ ₀ ₀ 3 ₀ ₀ ₆ ₀ ₀
K₈ 1 ₀ ₀ 1 ₀ ₀

表 4-₅　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（中部・東海地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1 ₇ ₀ ₀ ₂ ₀ ₀ ₅ ₀ ₀
K₂ 3 ₂ ₆₇ ₂ 1 ₅₀ 3 1 33
K3 11 ₀ ₀ ₅ ₀ ₀ 1₀ ₀ ₀
K4 ₅ 1 ₂₀ 4 1 ₀ ₂ ₀ ₀
K₅
K₆
K₇ 1 ₀ ₀ 1 ₀ ₀
K₈ 11 1 ₉ 1 ₀ ₀ 1₀ 1 1₀

表 4-₆　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（近畿・中四国・九州地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1 ₂₂ 11 ₅₀ 1₈ ₉ ₀ 4 ₂ ₅₀
K₂ ₂₀ ₂ 1₀ 1₀ ₂ ₂₀ 1₀ ₀ ₀
K3 1₇ ₅ ₂₉ 1₂ ₅ 4₂ ₇ ₀ ₀
K4 1 ₀ ₀ 1 ₀ ₀
K₅ ₈ ₀ ₀ 3 ₀ ₀ ₅ ₀ ₀
K₆ ₂ ₀ ₀ ₂ ₀ ₀
K₇
K₈ 1₇ ₂ ₀ 4 1 ₀ 13 1 ₈
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表 4-₇　後期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（全国）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1 ₅1 1₂ ₂4 31 1₀ 3₂ ₂1 ₂ 1₀
K₂ ₅3 11 ₂1 ₂₈ 1₀ 3₆ ₂₇ 1 4
K3 4₇ ₆ 13 ₂₅ ₆ ₂4 ₂₈ ₀ ₀
K4 34 11 3₂ ₂1 ₉ 43 14 ₂ 14
K₅ 4₀ ₂ ₅ 1₈ 1 ₆ ₂₂ 1 ₅
K₆ 3₅ 13 3₇ ₂1 1₂ ₅₇ 1₅ ₂ 13
K₇ 34 ₈ ₂4 1₅ ₆ 4₀ ₂4 4 1₇
K₈ ₅4 ₅ ₉ ₂₀ 3 1₅ 4₀ ₂ ₅

註 ：型式比定に幅がある場合は最も当てはまる可能性が高い一型式に含めた。ただし型式不
明があるため，合計は一致しない場合がある。

表 ₅-1　前期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（北海道・東北地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1～ K₂ ₈ 1 13 3 1 33 ₅ ₀ ₀
K3～ K₆ ₂₈ 1₆ ₅₇ ₂₂ 1₅ ₆₈ ₇ ₂ ₂₉
K₇～ K₈ 14 ₉ ₆4 ₈ ₇ ₈₈ ₈ 4 ₅₀

表 ₅-₂　 前期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（関東・北陸・中部・東
海地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1～ K₂ ₅₀ ₉ 1₈ ₂₆ ₈ 31 ₂₇ 1 4
K3～ K₆ 1₀₀ 11 11 4₆ ₈ 1₇ ₅₉ 3 ₅
K₇～ K₈ ₅₇ ₂ 4 ₂3 1 4 43 1 ₂

表 ₅‒3　前期土器付着物時期別の海洋起源物質の出現頻度（近畿・中四国・九州地方）

個体 海洋 （％） 内面 海洋 （％） 外面 海洋 （％）
K1～ K₂ 4₂ 13 31 ₂₈ 11 3₉ 14 ₂ 14
K3～ K₆ ₂₈ ₅ 1₈ 1₇ ₅ ₂₉ 13 ₀ ₀
K₇～ K₈ 1₇ ₂ 1₂ 4 1 ₂₅ 13 1 ₈

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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地域を北海道と東北を合わせて北日本，関東・北陸・中部・東海を合わせ

て中日本，近畿・中四国・九州を合わせて西日本の 3 地域とし，全体的な

変化の傾向をみた。北日本は時期が下るにつれて海洋起源物質の付着が増

える傾向があり，中日本・西日本は逆に減っていく違いが認められそうで

ある。地域ごと・時期ごとの変化については，より試料数を増して検討す

る必要がある。

₅．窒素同位体比および C/N 比からみたあり方

最後に， IRMS による窒素同位体および炭素量と窒素量の比（モル比に

よる C/N 比）についてみておきたい。

今回集成した IRMS による測定例は（同一部位を複数回測定した事例に

ついては最初の測定例を用いた），汚染等の疑いがある試料 ₂ 例を除外す

ると，δ13C 値 が 測 定 できたものは ₂₇₀ 例（部 位 数）（内 側 133 例，外 面

13₉ 例），δ13C 値，δ1₅N 値が測定できたものは ₂4₈ 例（部位数）（内側 1₂₉

例，外面 1₂1 例），δ13C 値，δ1₅N 値，C/N 比が測定できたものは ₂44 例

（部位数）（内側 1₂₆ 例，外面 1₂₀ 例）である。図 ₆ はδ13C 値とδ1₅N 値の分

散図である。図 ₇ はδ13C 値と C/N 比の分散図である。それぞれ土器付着

物の付着部位を内面■，外面◆に区分してマークしてある。海洋性の動物

質に由来する可能性が高い試料の値に近いといえる，δ13C 値が－₂4～ 

－₂₀‰でδ1₅N 値が 1₂ 以上の値，C/N 比が 1₂～13 よりも小さい値を示す

試料について，外面付着物と比べて内面付着物が，多く分布することがみ

てとれる。旧稿（小林 ₂₀14 ほか）においてみたように，海洋リザーバー

効果が現れていると考えられる資料は比較的内面付着物に多く現れるが，

北海道の場合など外面付着物にも認められる場合もあることを示している。
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図 ₇　δ13C 値と C/N 比の分散
δ13C

C/N

（‰）

図 ₆　δ13C 値とδ1₅N 値の分散

δ1₅N

δ13C

（‰）

（％）

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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₆．お わ り に

以上，縄紋時代後期土器付着物の分析を試みた。

これまで各時期について検討してきた中で確認してきたように，δ13C

が－₂4‰以下の試料は 14C 年代測定値が同時期の炭化物試料などに比べ数

百 14C yr 古いことが有意に多い。そうした試料は海洋リザーバー効果の影

響が大きく海産物の利用の痕跡である可能性が強いという想定は妥当性が

高いと捉えられる（表 1・図 1）。

今回の結果は，おおむね旧稿（小林・坂本 ₂₀1₅）での結果に近いとみ

なせるが，北海道における海産物またはサケ・マスの利用が顕著に認めら

れるとともに，北海道の土器では内外の付着物に海洋起源物質由来の可能

性が考えられることは，縄紋晩期のあり方（小林 ₂₀14）ときわめて類似

しており注目される。

東北・関東・北陸・中部など本州島東部では，海産物の利用は貝塚遺跡

以外では顕著ではないが，長野県ひんご遺跡など，大規模河川沿いの集落

遺跡などで一定量認められるのは，サケ・マス利用を反映している可能性

があろう。なお，ヒエなどの利用が予想される場合に期待していた土器付

着物の C4 植物利用の痕跡は，旧稿において縄紋前期にその可能性を検討

した（小林 ₂₀1₈b）が，後期については明確には見いだすことができてい

ない。弥生前期～中期の西日本地方では少数ながら摘出できており（小林

ほか ₂₀₀₈ ほか），今後とも探索を続けたい。

地域別・時期別の傾向を探るには，まだ事例は少なく測定例を蓄積する

必要性が大きいが，福島県埋蔵文化財センターまほろんがおこなった組織

的な 14C 年代測定や IRMS 測定の事例研究（三浦ほか ₂₀1₉），各地の埋蔵

文化財調査機関による報告書掲載などの測定事例の蓄積も盛んであり，
14C 年代測定研究や同位体分析による研究をさらに進めたい。ただし，筆
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者は IRMS 測定試料に AAA 処理済みの試料を供するが，測定者によって

その扱いが異なっており，今後検討が必要である。

本稿によって，これまで続けてきた縄紋時代のδ13C 値を中心とした土

器付着物の分析については，草創期から晩期まで，時期ごとに検討を重ね，

縄紋各時期を連ねることができている。機会を得て縄紋時代全般に再編成

し，その通期的な変化を検討していきたい。

本稿で用いた年代測定成果は，平成 1₆～₂₀ 年度日本学術振興会科学研

究費補助金（学術創成研究）「弥生農耕の起源と東アジア─炭素年代測

定による高精度編年体系の構築─」（研究代表西本豊弘，課題番号

1₆GS₀11₈），平成 13～1₅ 年度科学研究費基盤研究（A・1）（一般）縄文弥

生時代の高精度年代体系の構築』（研究代表今村峯雄，課題番号 133₀₈₀₀₉），

平成 3₀～令和 3 年度基盤研究（B）「東アジア新石器文化の実年代体系化

による環境変動と生業・社会変化過程の解明」（研究代表小林謙一，課題

番号 1₈H₀₀₇44），令和元～3 年度挑戦的研究（萌芽）高精度年代測定法の

開発と適用可能な考古・歴史資料の拡大（研究代表小林謙一，課題番号

1₉K₂1₆₅4），同年度国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B））「ユー

ラシアにおける 土 器 出 現 の 生 態」（研 究 代 表 小 林 謙 一， 課 題 番 号

1₉KK₀₀1₇），₂₀1₇-₂₀₂₀ 年度基盤研究（S）「年輪酸素同位体比を用いた日

本列島における先史暦年代体系の再構築と気候変動影響評価」（研究代表

中塚武，課題番号 1₇H₀₆11₈），₂₀1₈-₂₀₂1 年度「高精度 14C 年代測定にも

とづく先史時代の人類活動と古環境の総合的研究」（研究代表工藤雄一郎，

課題番号 1₈H₀₀₇₅₇），₂₀₂₀  ‒₂₀₂1 年度学術変革領域研究計画研究「土器型

式と栽培植物の高精度年代体系構築」（研究代表小林謙一，領域番号

₂₀H₀₅₈14）中央大学基礎研究費「縄紋文化の基礎的研究」などを用いて

いる。

測定については，（株）パレオ・ラボ，（株）加速器分析研究所，山形大

学高感度加速器質量分析センターに委託したものの他，東京大学大学院工

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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学研究系 MALT 共同研究 ₂₀₀₈ 年度 B1₂₆「先史時代における居住・生態

環境についての総合的研究」（代表小林謙一），東京大学総合博物館年代測

定室米田穣教授との共同研究の成果も含んでいる。本稿を記すにあたり，

δ13C 値や較正年代算出などについて，坂本稔氏の教示を得ている。元国

立歴史民俗博物館年代測定研究グループの今村峯雄，春成秀爾，藤尾慎一

郎，西本豊弘，工藤雄一郎，尾嵜大真，村本周三，遠部慎，宮田佳樹，北

海道大学國木田大の各氏，山形大学高感度加速器質量分析センター，東京

大学総合博物館には，多くのご教示をいただいた。同位体分析は，SI サ

イエンス（株），（株）加速器分析研究所，東京大学総合博物館に委託した。

また，福島県まほろんによる測定値集成をはじめ，各機関による公表され

ている測定データを利用させていただいた。

宇都宮市教育委員会，木古内町教育委員会，久留米市教育委員会，東村

山市教育委員会，世田谷区教育委員会，北杜市教育委員会，千葉市教育委

員会，鹿児島県立埋蔵文化財センター，長野県埋蔵文化財センターには試

料の提供と利用をお許しいただいた。加曽利貝塚博物館，京都大学文学研

究科附属文化遺産学・人文知連携センター，江原英，小澤政彦，加納実，

木元豊，今平利幸，佐野隆，鮫島えりか，立神倫史，館祐樹，千葉敏朗，

千葉豊，塚本師也，富永勝也，西拓巳，西野雅人，品川裕昭，平林彰，綿

田弘実の各氏には資料に関する教示をいただいた。他にも多くの試料を各

機関から提供いただいているが，別稿（小林 ₂₀1₇，₂₀1₉）で記している

のでここでは略する。謝意を表します。

註
1） 　検討の対象とした 14C 年代および安定同位体比の測定値については，小林が

集 成 した 結 果 を 中 央 大 学 考 古 学 研 究 室 ホームページ（http://www.kkenichi 
₀₀1k.r.chuo-u.ac.jp/）に公開する（₂₀₀₂ 年ドメイン変更）。集成表には，試料番
号，測定機関番号，遺跡名，試料の種類（p 土器付着物，c 炭化材，w 木材，
そのほか漆，種実），時期，測定値（δ13C 値，14C 年代，測定誤差，なおδ13C
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値のうち測定誤差が付されるものは AMS による同位体効果補正のための測定
値で，試料の処理の過程で変動が生じている場合があり，真のδ13C 値ではない
可能性がある），較正年代（₂ σの範囲で求めた）を記す。表の較正年代は，
IntCal13 および OxCalv4.3.₂ を用いて ₂ σの範囲で算出している。表の備考欄
には，小林の判断で，a：異常が認められない例を除き，b：「汚染」土器付着
物で試料が少ない等のため，汚染除去が不十分となった可能性がある例（前処
理後の燃焼の際に炭素含有率が 1₀%未満のもの），c：「混在」炭化材で後から
の混入と考えられる例（出土状況の再検討などにより検証），d：「海洋リザー
バー」δ13C 値から海洋リザーバー効果の影響が考えられる例（－₂4‰より大
きいもの，または正確なδ13C 値が測定されていないものでも 14C 年代値が同時
期の他例に比べ数百年古いもの）を指摘している。本稿での検討は土器付着物
に限っている。本稿には， IRMS により安定同位体比を測定した試料について，
原因不明な異常値の試料を除いて，測定機関番号などと AMS，IRMS の測定値
と「海洋」などの評価，出典を付表として掲載する。
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県
神

岡
町

教
育

委
員

会
 ₉

．
小

林
謙

一
・

坂
本

稔
・

陳
建

立
・

今
村

峯
雄

₂₀
₀4

「
北

上
市

内
遺

跡
出

土
土

器
付

着
物

の
14

C
年

代
測

定
」『

北
上

市
埋

蔵
文

化
財

年
報

（
₂₀

₀₂
年

度
）』

北
上

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

1₀
．

小
林

謙
一

・
坂

本
稔

・
尾

嵜
大

真
・

新
免

歳
靖

・
松

崎
浩

之
₂₀

₀₅
「

福
島

県
郡

山
市

内
遺

跡
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

『
町

Ｂ
遺

跡
』

福
島

県
郡

山
市

教
育

委
員

会

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）

─ 37 ─



11
．

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代

測
定

グ
ル

ー
プ

₂₀
₀₆

「
秋

田
県

内
遺

跡
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

（
そ

の
₂）

」『（
財

）
秋

田
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

第
₂₀

号
，（

財
）

秋
田

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

1₂
．

小
林

謙
一

・
坂

本
稔

・
尾

嵜
大

真
・

新
免

歳
靖

・
松

崎
浩

之
・

小
林

克
₂₀

₀₅
「

秋
田

県
内

遺
跡

出
土

試
料

の
14

C
年

代
測

定
」『（

財
）

秋
田

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
第

1₉
号

，（
財

）
秋

田
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
13

．
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

・
年

代
測

定
研

究
グ

ル
ー

プ
（

小
林

謙
一

・
遠

部
慎

・
坂

本
稔

・
松

崎
浩

之
）

₂₀
₀₉

「
三

沢
市

根
井

沼
（

3）
遺

跡
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

」『
根

井
沼

（
3）

遺
跡

』
三

沢
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
₂3

集
，

三
沢

市
教

育
委

員
会

14
．

小
林

謙
一

・
坂

本
稔

・
尾

嵜
大

真
・

新
免

歳
靖

・
松

崎
浩

之
₂₀

₀₅
「

青
森

県
楢

館
遺

跡
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

」『
楢

館
遺

跡
Ⅱ
─

八
戸

南
環

状
道

路
建

設
事

業
に

伴
う

遺
跡

発
掘

調
査

報
告
─

』
青

森
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
3₈

₈
集

，
青

森
県

教
育

委
員

会
1₅

．
小

林
謙

一
・

今
村

峯
雄

₂₀
₀3

「
年

代
測

定
」『

阿
武

隈
川

築
堤

関
連

　
石

畑
遺

跡
（

第
1・

₂
次

）・
馬

場
中

路
遺

跡
（

第
₂

次
）・

馬
場

小
路

遺
跡

（
第

₂
次

）』
郡

山
市

教
育

委
員

会
1₆

．
小

林
謙

一
・

今
村

峯
雄

・
永

嶋
正

春
・

西
本

豊
弘

・
坂

本
稔

・
陳

建
立

₂₀
₀4

「
八

戸
市

是
川

遺
跡

・
風

張
遺

跡
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

」『
八

戸
遺

跡
調

査
会

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
₅

集
　

是
川

中
居

遺
跡

中
居

地
区

G
・

L・
M

』
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
1₀

₂
集

，
八

戸
遺

跡
調

査
会

1₇
．

小
林

謙
一

₂₀
1₅

「
横

浜
市

内
出

土
縄

紋
土

器
付

着
物

の
炭

素
14

年
代

測
定

研
究

」『
人

文
研

紀
要

』
第

₈1
号

，
中

央
大

学
人

文
科

学
研

究
所

1₈
．

小
林

謙
一

・
小

林
尚

子
・

尾
嵜

大
真

・
大

森
貴

之
・

米
田

穣
₂₀

₂₂
「

内
野

第
1

遺
跡

出
土

土
器

付
着

炭
化

物
の

炭
素

14
年

代
測

定
・

同
位

体
比

の
測

定
」『

加
曽

利
貝

塚
博

物
館

紀
要

』
第

4₈
号

1₉
．

小
林

謙
一

₂₀
₂₀

「
多

古
田

低
地

遺
跡

出
土

試
料

の
炭

素
14

年
代

測
定

」『
千

葉
県

匝
瑳

市
多

古
田

低
地

遺
跡
─

豊
和

　
埋

蔵
文

化
財

調
査

業
務
─

』
印

旛
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

発
掘

調
査

報
告

書
第

3₆
₇

集
₂₀

．
小

林
謙

一
₂₀

1₆
「

藤
沢

市
内

出
土

試
料

の
炭

素
14

年
代

測
定

研
究

」『
人

文
研

紀
要

』
第

₈4
号

，
中

央
大

学
人

文
科

学
研

究
所

₂1
．

小
林

謙
一

・
金

子
悠

人
・

東
京

大
学

総
合

研
究

博
物

館
年

代
測

定
室

₂₀
₂1

「
三

鷹
市

丸
山

A
遺

跡
出

土
土

器
付

着
物

の
炭

素
14

年
代

・
同

位
体

比
測

定
」『

三
鷹

市
文

化
財

年
報

・
研

究
紀

要
』

平
成

元
（

₂₀
1₉

）
年

3
，

三
鷹

市
ス

ポ
ー

ツ
と

文
化

部
生

涯
学

習
課

₂₂
．

小
林

謙
一

・
小

澤
政

彦
・

坂
本

稔
₂₀

14
「

国
立

市
緑

川
東

遺
跡

出
土

土
器

付
着

物
の

炭
素

14
年

代
測

定
」『

東
京

都
国

立
市

緑
川

東
遺

跡
─

第
₂₇

地
点
─

』
国

立
あ

お
や

ぎ
会

・
ダ

イ
サ

ン
₂3

．
小

林
謙

一
・

坂
本

稔
・

松
崎

浩
之

₂₀
₀₅

「
稲

荷
山

貝
塚

出
土

試
料

の
14

C
年

代
測

定
─

層
位

的
出

土
状

況
の

分
析

と
海

洋
リ

ザ
ー

バ
ー

効
果

の
検

討
の

た
め

に
─

」
『

縄
文

時
代

』
第

1₆
号

，
縄

文
時

代
文

化
研

究
会

₂4
．

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
年

代
測

定
研

究
グ

ル
ー

プ
（

小
林

謙
一

ほ
か

）・
工

藤
雄

一
郎

₂₀
₀₆

「
下

宅
部

遺
跡

出
土

土
器

付
着

物
及

び
土

器
付

着
漆

の
14

C
年

代
測

定
」
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『
下

宅
部

遺
跡

Ⅰ
』（

下
宅

部
遺

跡
調

査
団

編
）

₂₅
．

小
林

謙
一

₂₀
1₇

「
刈

沼
遺

跡
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

と
較

正
年

代
」『

栃
木

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

3₈
₈

集
刈

沼
遺

跡
・

刈
沼

向
原

遺
跡

』
栃

木
県

教
育

委
員

会
・

と
ち

ぎ
未

来
つ

く
り

財
団

₂₆
．

小
林

謙
一

・
坂

本
稔

・
新

免
歳

靖
・

尾
嵜

大
真

・
村

本
周

三
・

小
栗

信
一

郎
・

小
川

勝
和

₂₀
₀₇

「
流

山
市

三
輪

野
山

貝
塚

に
お

け
る

14
C

年
代

測
定

研
究

」『
研

究
報

告
』

13
₇

集
₂₇

．
小

林
謙

一
・

今
村

峯
雄

・
坂

本
稔

・
尾

崎
大

真
・

新
免

歳
靖

₂₀
₀₈

「
神

奈
川

県
綾

瀬
市

上
土

棚
南

遺
跡

出
土

試
料

の
14

C
年

代
測

定
成

果
」『

上
土

棚
南

遺
跡

　
第

₅
次

～
第

₇
次

調
査

の
記

録
』

綾
瀬

市
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

₆
₂₈

．
小

林
謙

一
₂₀

1₇
「

綾
瀬

市
内

出
土

試
料

の
炭

素
14

年
代

測
定

研
究
─

縄
紋

時
代

後
期

前
～

中
葉

の
実

年
代

を
中

心
に
─

」『
人

文
研

紀
要

』
第

₈₇
号

，
中

央
大

学
人

文
科

学
研

究
所

₂₉
．

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
年

代
測

定
研

究
グ

ル
ー

プ
・

小
林

謙
一

₂₀
₀₈

「
神

奈
川

県
平

塚
市

真
田

・
北

金
目

遺
跡

群
出

土
試

料
の

14
C

年
代

測
定

」『
平

塚
市

真
田

・
北

金
目

遺
跡

群
発

掘
調

査
報

告
書

₆』
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会

3₀
．

小
林

謙
一

・
坂

本
稔

・
尾

嵜
大

真
・

新
免

歳
靖

・
西

本
豊

弘
・

永
嶋

正
春

・
松

崎
浩

之
₂₀

₀₅
「

千
葉

県
印

西
市

西
根

遺
跡

出
土

試
料

の
14

C
年

代
測

定
」『

印
西

市
西

根
遺

跡
─

県
道

船
橋

印
西

線
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
─

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

₅₀
₀

集
，（

財
）

千
葉

県
文

化
財

セ
ン

タ
ー

31
．

小
林

謙
一

・
今

村
峯

雄
₂₀

₀3
「

油
壺

遺
跡

出
土

土
器

の
炭

素
年

代
測

定
」『

油
壺

遺
跡

』
三

浦
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
11

集
，

三
浦

市
教

育
委

員
会

3₂
．

小
林

謙
一

・
米

田
穣

₂₀
1₇

「
さ

い
た

ま
市

南
鴻

沼
遺

跡
出

土
土

器
付

着
物

の
炭

素
14

年
代

測
定

」『
南

鵠
沼

遺
跡

』
さ

い
た

ま
市

遺
跡

調
査

会
33

．
米

田
穣

・
阿

部
芳

郎
₂₀

1₇
「

南
鵠

沼
遺

跡
か

ら
出

土
し

た
土

器
付

着
炭

化
物

と
植

物
遺

存
体

に
お

け
る

炭
素

・
窒

素
同

位
体

比
」『

南
鵠

沼
遺

跡
』

さ
い

た
ま

市
遺

跡
調

査
会

報
告

書
1₇

₇
集

，
さ

い
た

ま
市

・
さ

い
た

ま
市

遺
跡

調
査

会
34

．
小

林
謙

一
・

坂
本

稔
₂₀

1₆
「

横
倉

遺
跡

出
土

試
料

の
14

C
年

代
測

定
と

較
正

年
代

」『
横

倉
遺

跡
・

横
倉

戸
館

古
墳

群
』

栃
木

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
3₈

3
集

，
栃

木
県

教
育

委
員

会
・

公
益

財
団

法
人

と
ち

ぎ
未

来
づ

く
り

財
団

3₅
．

工
藤

雄
一

郎
・

小
林

謙
一

・
山

本
直

人
・

吉
田

淳
・

中
村

俊
夫

₂₀
₀₈

「
石

川
県

御
経

塚
遺

跡
か

ら
出

土
し

た
縄

文
時

代
後

・
晩

期
土

器
の

年
代

学
的

研
究

」『
第

四
紀

研
究

』
第

4₇
巻

第
₆

号
3₆

．
小

林
謙

一
₂₀

1₉
「

津
南

町
内

遺
跡

出
土

試
料

の
炭

素
14

年
代

測
定

」『
吾

唯
足

知
─

越
佐

の
歴

史
と

文
化

を
語

る
─

』『
吾

唯
足

知
』

刊
行

委
員

会
3₇

．
小

林
謙

一
・

坂
本

稔
・

永
嶋

正
春

・
今

村
峯

雄
・

山
本

直
人

₂₀
₀₉

「
金

沢
市

中
屋

サ
ワ

遺
跡

試
料

の
14

C
年

代
測

定
」『

石
川

県
金

沢
市

中
屋

サ
ワ

遺
跡

Ⅳ
─

縄
文

時
代
─

』
金

沢
市

文
化

財
紀

要
₂₅

₅
3₈

．
小

林
謙

一
・

福
海

貴
子

・
坂

本
稔

・
工

藤
雄

一
郎

・
山

本
直

人
₂₀

₀₉
「

北
陸

地
方

石
川

県
に

お
け

る
縄

文
晩

期
か

ら
弥

生
移

行
期

の
炭

素
14

年
代

測
定

研
究

」『
研

縄紋時代後期土器付着物の同位体比の検討（小林）
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究
報

告
』

1₅
₀

集
3₉

．
小

林
謙

一
・

今
村

峯
雄

・
坂

本
稔

₂₀
₀3

「
分

谷
地

A
遺

跡
出

土
試

料
の

炭
素

年
代

測
定

」『
分

谷
地

A
遺

跡
』

Ⅱ
下

段
（

Ⅴ
区

）
編
─

縄
文

時
代

漆
製

品
─

　
新

潟
県

北
蒲

原
郡

黒
川

村
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

₈
集

，
黒

川
村

教
育

委
員

会
4₀

．
小

林
謙

一
₂₀

13
「

山
梨

県
に

お
け

る
縄

紋
時

代
中

期
の

年
代

測
定

研
究

」『
山

梨
県

考
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梨
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考

古
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協
会
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謙
一

₂₀
1₈

「
放

射
性

炭
素
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代

測
定
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栄

村
ひ

ん
ご

遺
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野
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
発

掘
調

査
報

告
書
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長
野

県
建

設
部

北
信

建
設
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務

所
・

長
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県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー
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．

小
林

謙
一

・
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村
峯

雄
・

坂
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 ₂

₀₀
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土
器
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の
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林
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所
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要

₂₀
1₇

』
4₇

．
小

林
謙

一
₂₀

1₉
「

兵
庫

県
上

郡
町

西
田

遺
跡

の
年

代
測

定
研

究
─

縄
紋

時
代

中
期

末
葉

か
ら

後
期

初
頭

土
器

の
検

討
─

」『
人

文
研

紀
要
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炭
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